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?　海はどうしてよごれるの？
海にはたくさんの川の水が流れこみま
す。その川の水がよごれているという
のが原因のひとつです。
洗たくや洗いものでよごれた水やお
しっこやうんちなど、わたしたちが生活
する中で出てくる水は下水道に流され、
きれいにしてから川や海に流されます。
けれども下水道の整っていない地区が
まだたくさんあります。そういう場所
ではよごれた水はそのまま川や海に流
れこんでしまいます。
工場や農地や牧場からも、よごれた水
が流れ出る。また化学物質などをふく
んだ地下水もやがて海に流れ出ること
もあるのです。

１．閉ざされた海
　広

ひろしまわん
島湾は、まわりをたくさんの山や島にかこまれています。

そのため広島湾は、太
たいへいよう

平洋や日
　にほんかい

本海にくらべ波
なみ

も小さく、流
なが

れもおだ

やかです。海
うみ

の上
うえ

にたくさんのいかだをはって、カキのようしょくが

できるのもおだやかな海だからです。

ただ、このような島
しま

や陸
りく

で閉
と

ざ

された海は、海
かいすい

水の入れかわり

がおそく、一
い ち ど

度よごれてしまう

と、もとどおりにするのに時
じ か ん

間

がかかるという悪
わる

いところもあ

ります。

２．デルタのまち、7 つの川
　川から運

はこ
ばれた土

ど し ゃ
砂が、河

か こ う
口にたい積

せき
してできた低

ひく
くて平

たい
らな地

ち け い
形

のことを「三角州（さんかくす）」といいます。形
かたち

がギリシャ文
も じ

字の「Δ

（デルタ）」に、にているので、「デルタ」ともいわれます。

とおい昔
むかし

、広島のまちはほとんどが海でした。

今
いま

、広島にある「比治山（ひじやま）」「黄金山（おうごんざん）」「江

波山（えばやま）」などの山も、むかしはまわりを海にかこまれた島

でした。広島には太
おおたがわ

田川をはじめとする７つの川があり、これらの川

から運
はこ

ばれてきた山の土砂が長い年月をかけ川や海の中につみかさな

り、デルタが大きくなっていきました。

さらに、400 年くらい前からは、人
じんこうてき

工的なうめ立てがくりかえされ

るようになり、デルタの上には城
しろ

や家
いえ

、店
みせ

、道
ど う ろ

路などの町と、それら

の町をつなぐ橋
はし

がつくられていきました。

３．広島湾の潮
しお

の流れ
　海

うみ
は１日に２回、満

み
ちしおと引

ひき
きしおがおと

ずれ、それによって海水の流れの向
む

きや強
つよ

さも

かわってきます。

　広島湾には、たくさんの島があるので、それ

らがしょう害
がいぶつ

物となって

潮の流れはおだやかです

が、陸と島や島と島の間

で海のはばがせまくなっ

たところは、「瀬戸（せ

と）」と呼ばれ、流れが

とてもはやくなっていま

す。

４．おだやかな気候
瀬
せ と な い か い

戸内海の海ぞいは、北を中
ちゅうごくさんち

国山地、南を四
し こ く さ ん ち

国山地に囲まれており、

季
きせつふう

節風のえいきょうを受けにくく、夏
なつ

に大
おおあめ

雨がふったり、冬
ふゆ

に雪
ゆき

が

つもったりすることの少ない地域です。

ですから、瀬
せ と な い か い

戸内海の中央にある広島湾も晴
は

れの日が多く、一年を

通しておだやかな気候がつづいているのがとくちょうです。このよ

うな気候を瀬
せ と な い か い き こ う

戸内海気候（瀬戸内気候ともいう）といいます。

このあたたかい気候を利用して、広島湾に浮かぶ島
しまじま

々では、はっさ

くやミカンなどの果
くだもの

物や野
や さ い

菜がたくさん育
そだ

てられています。

　　　地
ち ず

図を広げて　　広島湾の位
い ち

置・地
ち け い

形
?   満ち潮、引き潮ってなあに？

海には潮の満ち引き（干満）と呼ばれ
る現象がおこり、１日に２回、海面が
高くなったり低くなったりします。
これは、月引力と地球の自転による遠
心力によっのて、海が引っ張られるこ
とによって生じる現象なのです。
広島は特に潮の満ち引きの差が大きく、
大きい時には最大
4 ｍにもなります。

?　瀬戸内海 ってどこだ？
瀬戸内海は、本州と四国、九州に囲ま
れた海のことをいいます。今の瀬戸内
海の地域はおよそ 100 万年前には、ま
だ陸地で、およそ 50 万年前ごろから
今のような形になってきたといわれて
います。
瀬戸内海には大小およそ 3000 もの島
がちらばっており、いろいろなところ
に自然の美しい風景がひろがっていま
す。海岸にそったところには良い港が
たくさんあって、古くから海上交通が
さかんに行われていました。
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　　　歴
れ き し

史を知ろう　　日
に ほ ん

本の歴史・広島の歴史

　　　広島の今と昔
　　　～広島のまちクイズ～
広島では、むかしと今で町の呼び方や書き方
( 漢字 ) が変わった場所がたくさんあります。
下の絵を見て、むかしの地名と今の地名で同
じものを線で結んでみましょう。

※こたえ
○水主町＝加古町 ( かこまち )
現在の加古町は昔、水夫 ( 水主 / かこ ) と呼
ばれる広島城の水軍の人たちがたくさん住ん
でいたので水主町と書かれていました。

○白島 ( はくしま ) ＝箱島 ( はこしま )
現在の白島は昔、箱島と呼ばれ小さな島だっ
たと言われています。

○日地島 ( にちじま ) ＝比治山 ( ひじやま )
現在の比治山は陸地になっていますが、もと
もとは島だったことから、昔は日地島と呼ば
れていました。

○軍津（いくさつ）＝草津 ( くさつ )
昔、神武天皇と神功皇后がこの地を通ったと
きに、軍津と名付けたと言われています。の
ちに、草津という名前に変わりました。
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１．産業をささえる広島湾
　 む か し か ら、 広

ひろしまわん
島 湾 の

周
しゅうへん

辺では船
ふね

を使
つか

って海
うみ

で物
もの

を運
はこ

ぶ「海運 ( かいうん )」
や川で運ぶ「舟運 ( しゅうう
ん )」、陸

りく
で物

もの
を運ぶ「陸運 ( り

くうん )」がはったつし、と
くに今の広島市周

しゅうへん
辺は物や

人が集
あつ

まるとてもべんりなと
ころでした。
　明

め い じ じ だ い
治時代になって、呉

くれ
に海

軍ができたことで、広島湾の沿岸には造船、機械、鉄鋼、金属な
どの製造工場がつぎつぎとつくられていきました。戦後も、それ
らのモノづくりにたずさわってきた職人や技術者によってモノづ
くりが受けつがれてきました。自動車産業もその一つで、広島湾
のまわりには自動車工場を中心に、ハンドルやイスなどを作るた
くさんの部品工場もできていきました。
さらに、むかしから宮島の神社や寺を建てるため、昔からたくさ
んの大工がまねかれ住んでいた廿日市は、今でも、西日本でもトッ
プクラスの木材専用の港で、そのまわりには木材を使った住宅産
業や家具産業も発達してきました。

　わたしたちのくらし　　広島湾の産業・生活  ２．食たくをかざる広島湾

広島湾は島が多いので、どこ
か島影に入ってしまえば海は
とてもおだやかなで、一年中
ダイビングが楽

たの

しめるポイン
トもあります。
メバルやカサゴ、クロダイな
ど、 海 の 中 は ま る で 自

し ぜ ん

然 の
水
すいぞくかん

族館です。とくに海は夏
なつ

よ
りも冬

ふゆ

の方がすき通ってみえ
るので、１～４月ごろがおス
スメです。

広島のたべものといえば『カキ』。
広島湾では 450 年以

いじょうまえ

上前から
カキの養

よう

しょくが行われている
そうです。たくさんの島にかこ
まれた広島湾は、波がおだやか
で、川からたっぷりの栄

えい

ようが
運ばれるからカキの養しょくに
はぴったり。毎日たくさんのカ
キを広島湾から全国に向けて
発
はっそう

送しています。

広島湾は宮
みやじま

島や平
へ い わ こ う え ん

和公園など二つ
の世

せ か い い さ ん

界遺産があるので、世界のク
ルーズ船にも、とても人気のある
海です。広島湾の上は自

し ぜ ん

然がいっ
ぱい。夜は手がとどきそうなくら
い星

ほし

がたくさんみえますよ。以前
はスナメリが船といっしょに泳

およ

ぐ
様
よ う す

子も見られました。

広島の港には世
せかいじゅう

界中からたくさ
んのものが運ばれてきます。逆
に、世界に向けてはこびだされ
るものもたくさんあります。
広島でもっとも多いのは自

じ ど う し ゃ

動車
です。広島湾のまわりには、自
動車工場だけでなく、ゴムや鉄

てっ

板
ぱん

、ネジなど、たくさんの部
ぶ ひ ん

品
工
こうじょう

場が集
あつ

まっていて、それが一
つの自動車として組

く

み立てられ
世界中へ送られていきます。
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　　　森
も り

のめぐみ　　広
ひろしまわん

島湾の森の環
かんきょう

境

１．森のはたらき　
　森は、木

もくざい
材、きのこ、山

さんさい
菜など

を私たちにあたえてくれるだけで
なく、洪

こうずい
水や土

ど し ゃ
砂くずれを防

ふせ
いだ

り、空
く う き

気をきれいにしたり、様
さまざま

々
なはたらきをもっています。
広島湾のまわりにもたくさんの山
や森があり、けしきのよい山、花
の名

めいしょ
所、おいしい水がわき出す山、

野
やちょう

鳥が集まる森、山菜の採れる森
など、いろいろな魅

みりょく
力があふれて

います。

２．森を元気にするために
　みどりゆたかな広島湾ですが、最

さいきん
近少し元気のない森がふえて

います。
　森の元気がなくなると、木は、
土を根でしっかりとつかまえてお
く力が弱まっていきます。そこに
雨が降

ふ
ると、土しゃくずれが起こ

りやすくなります。

現在、木
もくざい

材は安い外国の木材を
使うようになり、燃

ねんりょう
料は石油や

ガスに変わってきて、森を手入
れして利用する必要が少なくな
り、森を手入れする人が少なく
なってきています。今、森の中
には間

かんばつ
伐されていない人

じんこうりん
工林や、

放
ほ う ち

置された天
てんねんりん

然林が増えてきま
した。やくわり１　　空気をきれいにする

　森の木は光合成により二
に さ ん か た ん そ

酸化炭素を吸
きゅうしゅう

収し、酸
さ ん そ

素をつくり出します。

やくわり２　　動物のすみかになる
　成

せいちょう

長した木は、草
そうしょくどうぶつ

食動物のエサになります。草食動物は肉
にくしょくどうぶつ

食動物のエサになり、その排
はい

せつ物
ぶつ

は、

　植
しょくぶつ

物の栄
えい

ようになります。このようにして、森では生
い

き物
もの

がつながり合
あ

って生
い

きています。

やくわり３　　水をきれいにする
　雨

あまみず

水が森の土の中を通
つ う か

過することにより、栄ようが増
ふ

え、おいしい水に生
う

まれ変
かわ

わります。

やくわり４　　水をたくわえ洪水を防ぐ
　森の土の中は、スポンジのようにすき間がたくさんあるので、森

しんりん

林に降
ふ

った雨
あめ

はすぐに川に流
なが

れ

　込
こ

まず地
ちちゅう

中にしみこみ、ゆっくりと川に流れ込むので、大
おおあめ

雨のときの洪
こうずい

水を防
ふ

ぎます。
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　　　川のめぐみ　　広島湾の川の環
かんきょう

境

!! わたしたちのくらしと川　その１
～むかしの川では・・・～

むかしから、川は私たちのくらしにかか
すことのできない大切なものでした。私
たちのくらしがかわっていくにつれ、川
とのかかわり方も少しずつかわってきま
した。

① 生活水としてつかっていました
水道がなかったので、川の
水はのみ水や料理の水とし
てつかっていました。また、
時間や場所を決めてせんた
くをしたり、体をあらった
りもしていました。

② 米や野菜作りにつかっていました
今の生活と同じで川の水は米ややさいを
作るためにつかっていました。

③ モノや人をはこぶ大切な道でした
むかしはトラックや電車
がなかったので、川に船
をうかべて、にもつや人
をはこんだりしていまし
た。

広島の川でたくさん見られるかいだん。
これは「がんぎ」といいます。むかし
は川を通って海から山へ、山から海へ、
木や食べものがはこばれていました。
この「がんぎ」は、むかし、人が船に
乗り降りしたり、にもつを積みおろし
するときにつかっていたものです。

? 川のかいだん…これってなに？

１．川のはたらき
森に降

ふ

った雨は地
じ め ん

面をとおって少しずつ川へと流れていきます。

川は、土や石ころをまきこみながらその水を上
じょうりゅう

流から下
かりゅう

流まで運
はこ

び、

その間で様
さまざま

々なはたらきをしています。

①土地をつくる（たい積作用）

②土地をけずる（しん食作用）

③森と海をつなぐ（運ぱん作用）

やくわり１　土地をけずる（しん食
しょく
作用）	 	

川の流
なが
れが川底や岸

きし
の土などをけずりとっていくはたらきを、しん食といい

ます。しん食のはたらきは、流れる水の量が多くてはやいほど、強くなります。

やくわり２　土地をつくる（たい積
せき
作用）

川の流れが急にゆるやかになると、運ぱんのはたらきが弱くなり、運ばれて
きた土や石が沈

しず
んだりつもったりします。このはたらきをたい積といいます。

やくわり３　森と海をつなぐ（運
うん
ぱん作用）

川がけずりとった土や石などは、流れの力によって下流へ運ばれます。この
はたらきを運ぱんといいます。

2．川からまちを守る
長い年月をかけて川が作った土地の上に

私たちは住み、ゆたかな川の恵
めぐ

みを受け

取ってきました。しかし、川はいつも恵

みばかりくれるわけではありません。時

に、私たちの生活をおびやかす危
き け ん

険な存

在になります。その一つが洪
こうずい

水です。

私たちの広島は、過
か こ

去に何度も洪水の

被
ひ が い

害を受けてきました。この洪水の

被害から私たちの生活を守るために、

太
おおたがわほうすいろ

田川放水路が造
つく

られました。太田川放

水路は、山
や ま の て が わ

ノ手川と福
ふくしまがわ

島川の 2 つの川

を一つにした人工の川です。こうすることで、川の幅を広くして、流れ

てくる水の量
りょう

に負けない太田川放水路ができあがったわけです。

～広島環境サポーターネットワーク　保
やすみつ

光さんのおはなし～

「広島の川もずいぶんかわっちゃったな…」
そうおっしゃるのは、長い間、広島の川で生きものや土・水のよ

うすを調べつづけてこられた保光さん。

「私たちの生活や街のようすがかわる
につれ、川のようすもずいぶん変わっ
てきちゃったんだよ。また昔のよう
に、魚をつかまえたり、虫をとって、
みんなが広島の川で楽しめるように
なればいいね。そのためにも、川の
生きものや、川底の土、水のようす
などが、どのようにかわってきたか
を調べ、きろくし伝えていくことは、
とても大切なことなんだよ。」

!! わたしたちのくらしと川　その２
～今の川では・・・～

むかしから、川は私たちのくらしにかか
すことのできない大切なものでした。私
たちのくらしがかわっていくにつれ、川
とのかかわり方も少しずつかわってきま
した。

① 水道の水としてつかっています

川の水はくみ上げられ、じょう水場でゴ
ミやさいきんを取りのぞき、水道から出
るきれいな水になります。

② 工場の水としてつかっています
工場で作ったものを冷やしたり、洗った
りするために川の水をつかったりしてい
ます。

③ 電気をつくります

川の水が流れる力をつかって、電気をつ
くることができます。これが水力発電で
す。

（参考：広島市より）
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海の浅いところは、太陽の光がよくさし込み、
生きものに必要な酸素も海水中に十分にふくまれています。
太陽の光と熱によって、栄よう分の活動は活発になります。
そしてそこにはたくさんの生き物たちが住みつきます。森で生まれ、

川で運ばれてきた栄ようは、
ようやく海へとたどりつきます。

海の植物である海藻の仲間が
栄よう物を吸収し、どんどん大きくなっていきます。

そして動物プランクトンがこの海藻の栄
ようを吸収し、さらにその動物プランク
トンを小さな魚たちが食べ、栄ようを吸
収していきます。

鳥や私たち人間も、
魚を食べて栄ようを受けとります。
このように、生物の世界は成り立っています。

　　　海のめぐみ　　広島湾の海の環
かんきょう

境

 １．海のはたらき

　日本は海に囲
かこ

まれた島
しまぐに

国です。海は古くから私たちの生活に欠
か

か

すことのできない大切な場
ば し ょ

所でした。

はたらき①　　物や人をはこぶ
木材、石油、自動車などは船をつかって運ばれます。また、島が多い広島湾

では船が重要な交
こうつうしゅだん
通手段になっています。

はたらき②　　食
しょくりょう

糧の生産
海から取れる魚や貝などの海の恵みは、私たちの大事な食

しょくりょう
糧になります。

はたらき③　　レクリエーションの場所
夏は海水浴など、私たちの身近なレクリエーションの場所となります。

3．生き物にとってのヒミツ基地　～干がた と も場～
　森の栄

えい

よう分をたっぷりふくみ川を通って流れてきた水が最
さいしょ

初にたどりつく海の「干
ひ

がた」や「も場
ば

」は、

貝やカニ、魚の赤ちゃんなどの小さな生きものがたくさん住
す

んでいて「海のゆりかご」ともいわれます。

この「干がた」や「も場」は、ほかにも海の水をきれいにしたり、魚が卵
たまご

を産
う

むところになるなど、さまざ

まなやくわりを持っています。また、大きな魚や鳥、人間は、この場所で生まれ、成長した貝や魚を食べ生

活しています。「干がた」や「も場」は多くの生きものの命をささえているのです。

 

～ ＮＰＯ法人 瀬戸内里海振興会　高
た か ば

場さんのおはなし ～

「広島湾ってどんな海？」
海をみながら、小学生のおともだちやお父さん・お母さんたちに、
大きな声で質問をする高場さん。

「広島の海にはいろいろな生きものたちがくらしています。
海岸や海底の地形、潮のながれ、川から海に流れ込む水の量やよごれなどによる海への影響は、場所によってちがう
ので、海にすむ生きものたちも場所によって種類がちがっています。海で色々な生きものをさがしてみましょう。私
たちの生活と海とのつながりを生きものたちが教えてくれます。」

!! カキイカダはどこにいる？

広島で有名なもののひとつにカキ養
殖があります。カキは竹を組んだイカ
ダの下につり下げられてすくすくと
育ちます。
広島湾は比較的流れが穏やかなこと
と、太田川等の川からの栄養がたくさ
ん流れてくるのでカキ養殖にむいて
います。

そんな、広島湾にはたくさんの牡蠣筏
が浮かんでいます。この牡蠣筏、毎日
よく見ていると気がつかないのです
が、たまにみると昨日まであの場所に
あった筏が無くなっていることがあ
ります。
カキイカダは夏になると南のほうへ
向けて引っ越しをします。カキイカダ
はいっぱい栄養のある北へ再び帰っ
てきます。

①小さな魚たちのかくれがになる。
②光合成で酸素をふやす。
③生きものたちの卵が産む場所になる。

①アサリなどの生きものの住みかになる。
②水質をきれいにすることができる。
③汐干狩りなど、人が海を楽しめる場所となる。

も場とは・・・ 干がたとは・・・
 海底で大型の植物が多く生育する場所
のことをいいます。

 潮が引いた時に干上がる砂と泥のたい
らな地形のことをいいます。

（参考）水産庁 HP



1413

　　　広島湾のもんだい　　広島湾の海の課
かだい

題

!! ゴミをみんなで掃除しよう！！

広島湾の沿岸では、定期的にボラ
ンティアの方々を中心にゴミの清
掃活動がおこなれています。ゴミ
掃除に参加した人たちは自分たち
がすむ広島湾にこんなにもゴミが
たまっているとは思っていなかっ
た人も多いはずです。
こういった活動がきっかけでふと
落ちているゴミを拾うようになっ
たらいいですね。

ゴミおそうじ船  「おんど 2000」「すいようⅡ」と「あび」
瀬戸内海の美しい海を守るため、「おんど 2000」

「すいようⅡ」と「あび」が広島湾で活躍しています。

「おんど 2000」「すいようⅡ」が海担当、「あび」

が川（主に太田川）担当です。海の表面に浮かぶ

ゴミの回収作業と海と川のパトロールを行って

います。いつかはこの船を使わなくてもいい時が

来るように、私たちでできることをしましょう。

１．減らないゴミ

  海
かいがん

岸に流れつくゴミ
海や川からゴミが流れてきて、海
岸に多くゴミが溜

た

まっている映
えいぞう

像
を、テレビ等で見たことがあるか
もしれません。こうした海のゴミ
は動物が食べてしまったり、きれ
いな海岸の景

け し き

色を台
だいなし

無しにしてし
まったりして、環

かんきょう

境を悪くしてし
まいます。広島でもこうした問

もんだい

題
が起っています。

　ゴミの種類

広
ひろしまわん

島湾では定
ていきてき

期的に海
かいがん

岸ゴミ清
せいそう

掃が行われています。清
せいそうかつどう

掃活動で集

められたゴミは私たちの生
せいかつ

活から出てきたと考えられるものが、と

ても多いです。また、生活ゴミの多さも問
もんだい

題ですが、プラスチック

製
せい

のゴミは、自然の力では分
ぶんかい

解されにくいゴミであり、時間がたっ

ても簡
かんたん

単に消えるものではありません。

私たちにできることは少しでもゴミを減
へ

らす小さな努
どりょく

力です。ゴミ

をきちんときめられた所
ところ

に出すことと、できるだけゴミを出さない

ようにこころがけましょう。

3．海の健
けんこうしんだん

康診断　～赤く染
そ

まる海の表面・酸
さ ん そ

素が少なくなる海
かいてい

底～
広島湾では、赤

あかしお

潮と呼ばれる海が赤く染まる現
げんしょう

象が起こります。また、赤潮が発生したあとの海底では別

の現象が起こっています。

干がたやも場がなくなると・・・
①生き物たちの住

す

むところがなく
なる
②川からながれてくる水がきれい
にならない
③魚たちの産

さんらんばしょ

卵場所がなくなる

①赤潮の発生
赤潮とは、あるプランクトンが大量発生することによって、海が変色する現象です。
赤潮は、ただ海の色を赤くするだけではなく、海中の酸素を少なくするなど、そこに住む魚た
ちを死においやります。また、魚だけでなく、カキなどの貝

かいるい

類も被害にあっています。

②酸
さんそぶそく

素不足の海底（貧酸素水塊）
大量発生したプランクトンが死んで海底に沈んでいくと、海底に住むバクテリアが酸素を大量
に使いながら死んだプランクトンを分

ぶんかい

解していきます。そして、海底の酸素がなくなった水が
風や潮の流れで上に上がってくると、この水が原

げんいん

因で魚などが死んでしまいます。

広島湾の新たな問題　　                  　　　　　　　　～ナルトビエイ出現～

地球温暖化によって瀬戸内海
の海水の温度が上昇し、普段
暖かい海に住むナルトビエイ
が広島湾に来るようになりま
した。
これらのエイはアサリを食べ
てしまうことから、アサリを
採って生活している人達はア
サリが採れなくなり困ってい
ます。

2．干がた・も場の減
げんしょう

少
近
きんねん

年、広島湾ではも場と干がたが減っています。今ある干がたやも場が少なくなっていることから、
今後は、なくなった干潟やも場の再

さいせい

生を進
すす

めることと、今残っているものを守っていく必
ひつよう

要があります。

あび すいようⅡ おんど 2000
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2、私たちが広島湾を守るためにできること
 
私たちが住む広島の森・川・海には、たくさんの生き物が住み、まだまだたくさ
んの自然が残っています。そして私たちの日常生活ととても深い関係があります。
広島湾「+1」宣

せんげん

言は、一人ひとりが広島湾の環境を守
まも

るためにできる、日
にちじょう

常で
の小さな約

やくそく

束を宣言して、小さな約束が集まって、やがて大きな環境の保
ほ ぜ ん

全・
再
さいせい

生を実現するための、草
くさ

の根
ねうんどう

運動です。　　　

  わたしたちが守る　広島湾の環
かんきょう

境保全を目指して

 広島湾を守るためになにか一つできることを書いてみよう！

!! 川の水をきれいにしよう！

!! 広島湾の生き物しってるかな？

太田川河口にある太田川流域下
水道東部浄化センター。私たち
の生活排水の汚れをとる施設で
す。汚れたまま排水すると海の
生き物たちが困ってしまいます。

ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の 協 力 に
よって、毎年海浜の清掃活動や
海の健康診断調査を行っていま
す。また、海面に漂うゴミにつ
いては清掃船で回収しています。

環境の再生は一人ではできませ
ん。そこで、広島湾再生に対す
る理解と関心を高めるために、
地域の方々や環境を教えるため
に 活 動 し て い る 方 々 が 中 心 と
なって環境学習を開催していま
す。

　広
ひろしまわん

島湾のゆたかな森・川・海の環
かんきょう

境を守るために必要なこ

とは、広島湾に住
す

む人たちが協
きょうりょく

力し合うことであり、「水環

境を再生すること」「生き物の住む場所を守ること・再生する

こと」「美しい景
け し き

色や歴
れ き し

史を守ること」が重要になってきます。

広島湾を守るための 3 つの目
もくひょう

標が国・県・市、研
けんきゅうしゃ

究者の人た

ちがみんなでいっしょに考えました。

①森・川・海のつながりを活かし、
　　　　　　　　　　豊かな広島湾を保全・再生
②人と海のつながりを取り戻し、
　　　　　　　　　　親しみやすい広島湾を再生
③魅力ある自然景観、歴史、文化を活かし美しい
　　　　　　　　　　　　　　　広島湾を保全

①森・川・海のつながりを活
い

かし、豊
ゆた

かな広島湾を保
ほ ぜ ん

全・再
さいせい

生

赤
あかしお

潮の発生を減
へ

らすととも
に、様

さまざま

々な利
り よ う

用に適
てき

した水
環境の再生を、森・川・海
で活動する人が協

きょうりょく

力して進
めていきます。また、生物
の生

せいそく

息の場
ば

である干がた・
も場などもできるかぎり守
り、再生していきます。

②人と海のつながりを取
と

り戻
もど

し、親しみやすい広島湾を再生

魅
みりょく

力ある人が近づきやすい
場所をつくることや、市民
とのつながりによりその場
所をもっと人が使うことで、
広島湾に対する人々の関心
を高め、広島湾の保全・再
生に積極的に参加できるよ
うに目指します。

!! 力をあわせてきれいに！③魅
みりょく

力ある自
しぜんけいかん

然景観、歴
れ き し

史・文
ぶ ん か

化を活
い

かし、

　美
うつ

しい広島湾を保
ほ ぜ ん

全。

広島湾には、宮島（みやじ
ま）をはじめとするきれい
な景

けしき
色、歴史、文化があり

ます。魅力あるこれらのざ
いさんをいかしつつ地域と
つながって守り、美しい広
島湾を次世代へつなげてい
くことを目指します。

　　年生

名前　　　　　　　　　　　＋１
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MEMO

製作  広島湾再生推進会議


